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ＪＴ－Ｉ７５１ 

ネットワーク要素に対するＡＴＭ管理 

 

＜参考＞ 

１．英文記述の適用レベル 

適用レベル：Ｅ３ 

本標準の付属資料の文章および図の一部に英文記述を含んでいる。 

 

２．国際勧告等との関連 

本標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告１９９６年版Ｉ．７５１に準拠したものである。 

 

３．上記国際勧告等に対する追加項目等 

3.1 オプション選択項目 

 なし 

 

3.2 ナショナルマター項目 

 なし 

 

3.3 その他 

 (1)  本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、下記の項目を追加している。 

    なし 

 

 (2)  本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、下記の項目を削除している。 

(a) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．７５１における７章「管理情報モデル」。 

本章を削除した理由は、次の点による。 

本章はＡＴＭ管理におけるプロコトルとしてＣＭＩＰを採用することを前提とした場合の管理対象ク

ラス規定を記述したものであるのに対して国内においてはＡＴＭ管理におけるプロトコルの選択が一

意でないことによる。 

 

 (3)  本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し下記の項目を削除しているが、参考記述として標準本文中に記

述している。本参考記述部分は標準規定との区別のため、“＃”印を記述の行の右端に付加している。 

    本ＩＴＵ－Ｔ勧告規定を参考として記述した理由は、次の点による。 

    ＩＴＵ－Ｔ勧告における種々の規定追加／変更についてＴＴＣ標準としてフォローしておくため。 

  (a) ＡＴＭにおけるオペレーション系構成に関する事項 

  (b) ＡＴＭ管理における障害管理機能に関する事項 

  (c) ＡＴＭ管理における性能管理に関する事項 

(d) ＡＴＭ管理における構成管理の中でＮＥの装置構成に関する事項 

(e) ＡＴＭ管理における構成管理の中でＮＥのインタフェース構成の管理に関する事項  
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3.4 参照した国際勧告との章立て構成の相違 

上記ＩＴＵ－Ｔ勧告との章立て構成の相違を下表に示す。 

 

ＴＴＣ標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告 備 考 

１．本標準の規定範囲 １章 

１．１項 

 

２．定義 ３章  

３．略語 ４章  

４．ＡＴＭネットワーク要素管理の   

   概要 

５章  

５．ＡＴＭネットワーク要素プレーン 

   管理必要条件 

６章  

 

 

４．改版の履歴 

 

版 数 制 定 日 改 版 内 容 

第１版 ２００１年 ４月１９日 制 定 

 

５．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 

 

６．その他 

6.1 参照している標準、勧告等 

ＴＴＣ標準 ：ＪＴ－Ｇ７０７、ＪＴ－Ｇ７８３、ＪＴ－Ｉ６１０、ＪＴ－Ｘ７３１ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 ：Ｇ．７０７、Ｇ．７７４、Ｇ．７８４、Ｇ．８０３、Ｍ．３０１０、Ｍ．３１００、 

                     Ｉ．７３１、Ｉ．７３２、Ｑ．８２１、Ｑ．８２２、 

                     Ｘ．７２１、Ｘ．７２３、Ｘ．７３３、Ｘ．７３５、Ｘ，７３４、Ｘ．７３６、 

                     Ｘ．７３８、Ｘ．７３９、Ｘ．７４０、Ｘ．７４１、Ｘ．７４４、Ｘ．７４９ 
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１．本標準の規定範囲 

本標準は、物理レイヤとＡＴＭレイヤ間（伝送パス／ＶＰレベル）を適合させるための要求事項を含んだ

ＡＴＭネットワーク要素管理に関する要求条件を適用範囲とし、次の３つの領域を対象とする。 

    (1)故障管理 

       ＡＴＭ ＮＥ要素、ハードウェア、ＡＴＭリンク／コネクション等の故障の自律通知。 

    (2)性能管理 

       1) 物理レイヤ(例 ＳＤＨパスレベル)の性能監視 

       2) ＴＣレベルの性能監視 

       3) ＡＴＭレイヤのプロトコル監視 

       4) ＵＰＣ／ＮＰＣ違反監視 

       5) トラヒック監視 

       6) ＶＰ／ＶＣ性能監視 

    (3) 構成管理 

       1) ＡＴＭ ＮＥの構成の識別と構成の変化通知 

       2) ＵＮＩとＮＮＩの構成 

       3) ＶＰとＶＣリンクのポイントツウポイントのクロスコネクションとＶＰＣとＶＣＣのポインツウ 

          ポイントの構成 

       4)ＶＰＣとＶＣＣのセグメント終端点の構成 

       5)ＡＴＭ ＮＥの通知を自動生成する管理アプリケーション制御（例：抑止） 

 

２．定義 

(1)エージェント : 

マネージャによって指定されたネットワーク管理オペレーションへの応答や、管理オブジェクトのオ

ペレーションの実行及び管理オブジェクトに代わってイベントを発行するＭＡＦの一部分。管理オブ

ジェクトは、エンティティ内または他の開放型システムに属してもよい。他の開放型システムからの管

理オブジェクトは、ローカルマネージャを媒介として遠隔エージェントによって制御される。全てのＡ

ＴＭ ＮＥは、最低１つのエージェントをサポートする。一部のＡＴＭ ＮＥは、マネージャ及び（それ

に管理される）エージェントの両方を提供する。 

 

(2) 管理アプリケーション機能 (ＭＡＦ) : 

システム管理上のアプリケーションプロセス。管理アプリケーション機能（ＭＡＦ）は、（管理され

る）エージェント及び／又はマネージャを含む。各々のＡＴＭネットワークエレメント（ＮＥ）及びオ

ペレーションシステム又はメディエーションデバイス（ＯＳ／ＭＤ）は、最低一つのエージェントを含

む管理アプリケーション機能（ＭＡＦ）をサポートする。管理アプリケーション機能（ＭＡＦ）は全て

のＴＭＮメッセージの発生点と終端点となる。 

 

(3) マネージャ : 

ネットワーク管理オペレーション（すなわち、警報履歴の検索、閾値設定）の発行及びイベントの受

信（すなわち、警報、性能）をすることができるＭＡＦの一部。ＡＴＭ ＯＳ／ＭＤが最低一つのマネー

ジャを含む限り、ＡＴＭ ＮＥはマネージャを含んでも良いし含まなくても良い。 
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(4) メッセージ通信機能 (ＭＣＦ) : 

メッセージ通信機能は、メッセージを通過させる能力はもちろん、MAＦとのＴＭＮメッセージ授受

の伝達能力を提供する。メッセージ通信機能は、メッセージの発生または終端は行わない（それは上位

プロトコルレイヤという位置づけ）。 

 

(5) 管理オブジェクト (ＭＯ) : 

エージェントを介して管理される通信環境におけるリソースに対する管理観点。ＡＴＭ管理オブジェ

クトの例としては：装置、受信ポート、送信ポート、電源供給、プラグインカード、バーチャルコンテ

ナ、端局セクション、等がある。 

 

(6) 管理オブジェクトクラス (ＭＯＣ) : 

同じ特性を有し、同一と見なすことができる管理オブジェクトの一群。例えば、“装置”は“プラグ

インカード”と同じ特性を共有する。 

 

(7) ネットワーク要素 (ＮＥ) : 

通信ネットワークにおいて、少なくともＮＥＦ、必要ならばＯＳＦ／ＭＦもサポートする装置又は通

ＴＭＮエンティティの集合体。管理オブジェクト、ＭＣＦ及びＭＡＦも含む。また、装置そのものも含

むがそれは地理的に分散していることもある。 

 

(8) ネットワーク要素機能 (ＮＥＦ) : 

ＡＴＭベースのネットワーク伝達サービスをサポートするＡＴＭエンティティの機能。例えば、多重

化、クロスコネクト、等。管理オブジェクトによりモデル化される。 

 

(9) 網内網ノードインタフェース (ｉｎｔｒａ-ＮＮＩ) : 

単一公衆ネットワークオペレータ内における、２つのノード間インタフェース。 

 

(10) 網間網ノードインタフェース (ｉｎｔｅｒ-ＮＮＩ) : 

二つの異なる公衆ネットワークオペレータに属する、２つのノード間インタフェース。 

 

(11) オペレーションシステム機能やメディエーション機能 (ＯＳＦ／ＭＦ) : 

ＡＴＭネットワークをモニタ及び制御するための管理情報を処理する電気通信管理網（ＴＭＮ）エン

ティティ。ＴＭＮのＡＴＭサブポーションでは、オペレーションシステム機能とメディエーション機能

の区別は行わない；ＭＡＦとなるこのエンティティは、最低一つのマネージャを含む。 

 

(12) オペレーションシステムやメディエーションデバイス (ＯＳ／ＭＤ) : 

ＳＦＦ／ＭＦをサポートするがＮＥＦをサポートしないスタンドアロン型の物理的エンティティ。

メッセージ通信機能（ＭＣＦ）及びＭＡＦを含む。 

 

(13) セグメント : 

通常一つの電気通信事業者または組織の制御下の管理目的のために便宜的に定義される一連の隣接

リンク。相互の合意によっては一つの電気通信事業者／組織の制御下を越えて拡張することも可能。 
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(14) ユーザ網インタフェース (ＵＮＩ) : 

２つのノード間のインタフェースであり、一つはユーザ網に属し、もう一つは公衆オペレータに属する。 

 

(15) ＵＰＣ／ＮＰＣ : 

トラヒックをモニタ及び制御するためにＡＴＭ ＮＥによって行われる一連の動作。主な目的は、取

り決められたトラヒックのパラメータに対する違反を検出すること及び適切なアクションを採ること

である。これらの機能は、勧告Ｉ．７３１に記述されている。 

 

３．略語 

ＡＩＳ 警報表示信号 Alarm Indication Signal  

ＣＤＶ セル遅延変動 Cell Delay Variation  

ＣＬＰ セル損失優先表示 Cell Loss Priority  

ＣＴＰ コネクション終端点 Connection Termination Point  

ＤＣＰ ダウンストリームコネクティビティポインタ Downstream Connectivity Pointer 

ＨＥＣ ヘッダ誤りチェック Header Error Check 

ＩＳＯ 国際標準化機構 International Organization for Standardization  

Ｉｎｔｅｒ－ＮＮＩ 網間網ノードインタフェース inter-Network Node Interface 

Ｉｎｔｒａ－ＮＮＩ 網内網ノードインタフェース intra-Network Node Interface 

ＬＣＤ セル同期はずれ Loss of Cell Delineation  

ＭＡＦ 管理アプリケーション機能 Management Application Function  

ＭＣＦ メッセージ通信機能  Message Communications Function  

ＭＤ メディエーションデバイス Mediation Device 

ＭＦ メディエーション機能 Mediation Function  

ＭＯ 管理オブジェクト  Managed Object 

ＭＯＣ 管理オブジェクトクラス Managed Object Class 

ＭＳ 端局セクション  Multiplex Section 

ＮＥ ネットワーク要素  Network Element  

ＮＥＦ ネットワーク要素機能 Network Element Function  

ＮＥＬ ネットワーク要素レイヤ Network Element Layer 

ＮＥＭＬ ネットワーク要素管理レイヤ Network Element Management Layer 

ＮＭＬ ネットワーク管理レイヤ Network Management Layer 

ＮＰＣ ネットワークパラメータ制御 Network Parameter Control  

ＯＡＭ 保守運用管理  Operations, Administration and Maintenance  

ＯＳ オペレーションシステム Operations System 

ＯＳＦ オペレーションシステム機能 Operations System Function  

ＯＳＩ 開放型システム間相互接続 Open System Interconnection  

ＰＣＲ ピークセル速度  Peak Cell Rate  

Ｐｋｇ パッケージ  Package 

ＰＭ 性能監視   Performance Monitoring  

ＰＴ ペイロードタイプ  Payload Type 

ＰＴＩ ペイロードタイプ識別子 Payload Type Identifier  

ＰＶＣ パーマネントバーチャルコネクション   Permanent Virtual Connection 

ＱＯＳ サービス品質  Quality of Service 
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ＲＤＩ 対局劣化表示  Remote Defect Indication  

ＲＤＮ 相対識別名  Relative Distinguished Name  

ＳＤＨ 同期ディジタルハイアラーキ Synchronous Digital Hierarchy 

ＳＣＲ 平均セル速度  Sustained Cell Rate  

ＳＴＭ－Ｎ 同期伝送モジュールＮ  Synchronous Transport Module N 

ＳＶＣ スイッチドバーチャルサーキット Switched Virtual Circuit 

ＴＣ  伝送コンバージェンス Transmission Convergence 

ＴＭＮ 電気通信管理網  Telecommunications Management Network  

ＴＴＰ トレイル終端点  Trail Termination Point  

ＴＰ 終端点   Termination Point  

ＵＮＩ ユーザ網インタフェース User Network Interface 

ＵＰＣ アップストリームコネクティビティポインタ Upstream Connectivity Pointer 

ＵＰＣ 使用量パラメータ制御 Usage Parameter Control 

ＶＰ バーチャルパス  Virtual Path 

ＶＣ バーチャルチャネル  Virtual Channel 

ＶＣＣ バーチャルチャネルコネクション Virtual Channel Connection 

ＶＣＩ バーチャルチャネル識別子  Virtual Channel Identifier  

ＶＣＬ バーチャルチャネルリンク  Virtual Channel Link 

ＶＰＣ バーチャルパスコネクション  Virtual Path Connection 

ＶＰＩ バーチャルパス識別子  Virtual Path Identifier  

ＶＰＬ バーチャルパスリンク  Virtual Path Link  

 

４．ＡＴＭネットワーク要素管理の概要                         

4.1 ＡＴＭネットワーク管理の構成 

勧告Ｍ．３０１０に定義されている電気通信管理網（ＴＭＮ）モデルは、ネットワーク管理機能を５つの

階層に分割している。それは、ビジネス管理レイヤ、サービス管理レイヤ、ネットワーク管理レイヤ（ＮＭ

Ｌ）、ネットワーク要素管理レイヤ（ＮＥＭＬ）、ネットワーク要素レイヤ（ＮＥＬ）である。それぞれの

レイヤは、その機能を実行するために、次の高次レイヤが要求するビューを提供する。勧告Ｍ．３０１０に

記述されるＴＭＮモデルは、物理的インタフェースとして実装されてもされなくても、それぞれのレイヤ間

に参照点を定義している。その中で本標準において必要となる参照点は、ＡＴＭ ＮＥを管理するために使

用されるｑ３の論理的な参照点である。ＡＴＭ ＮＥレベルでのこれらの論理的インタフェースを図５．１

に示す。ＴＭＮモデルは数々の異なった方法で実現される。４種類の代表的な物理的実現例を図５．２ a)、

b)、c)、d)に示される。図５．２ではｑ３参照点の実現点をＱ３インタフェースと名づけている。 

 

 本標準にて定義するＱ３インタフェースの要求は、ＡＴＭ ＮＥ管理をサポートする為に必要な、ネット

ワーク要素管理レイヤ（ＮＥＭＬ）とネットワーク要素レイヤ（ＮＥＬ）、及びネットワーク管理レイヤ（Ｎ

ＭＬ）とネットワーク要素管理レイヤ（ＮＥＭＬ）の相互関係に焦点を当てている。ここで、ＡＴＭ ＮＥ

は独立した一つの装置として、または地理的に分散したシステムとして実現される。図５．２に関連して、

本標準で定義される要求事項は、ＮＥＬのみ、あるいはＮＥＬとＮＥＭＬの両方の能力をサポートするＡＴ

Ｍ ＮＥと、それらの管理をサポートするオペレーションサポートシステムに関連する。         
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図５－１ ／ＪＴ－Ｉ７５１      論理的なＴＭＮ構造の例 
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# 図５－２ ／ＪＴ－Ｉ７５１     ＴＭＮモデルの物理的な実現例 (注 1) 
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ネットワーク管理システム 
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Q3 (注 2) Q3 

Q3 Q3 

Q3 

a) b) c) d) 

注) 
1 本図に記述された Q3 インタフェースは 本標準にて定義されたオブジェクトクラスが適用される箇所を示している。 
2 本標準で定義される Q3 インタフェースは NML と NML の相互間には適用されないが、NEML と NML 相互間には適用される。 
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4.2 ＡＴＭ ＮＥ管理アンサンブル 

本節はトランスポートネットワーク要素管理の概要について説明する。トランスポートネットワーク要素

の管理は、特定の管理目的を扱う個々の管理アンサンブルの集合に分けられる。 

この管理の概要は、伝送装置の管理に関する仕様を、明確に定義された細かいアンサンブルの集合として

構成することを助け、また、ＴＭＮ仕様の読者がＴＭＮ仕様で扱われている様々な管理の観点及びトランス

ポート ネットワーク要素の管理に対して関連する観点を見出すための道標となるものである。 

いくつかのアンサンブルは伝送技術に特化して、また、他のアンサンブルはいずれの伝送技術からも独立

で、全ての種類のトランスポートＮＥに共通である。ひとつのアンサンブルは、与えられた管理目的を実行

する対象の集合である。したがってひとつのアンサンブルは、構成管理・障害管理のような複数の機能範囲

に渡りうる。以下にアンサンブルの一覧を示す。各アンサンブルの定義に加えて、個々のアンサンブルを含

むＩＴＵ－Ｔ勧告を明記している。 

 

4.2.1 伝送技術に特化したアンサンブル                             

 (1) ＡＴＭアンサンブル 

・ ＡＴＭレイヤ管理：伝送パス／ＶＰアダプテーション、バーチャルパスレイヤ、バーチャルチャネル

レイヤの管理。それはそれぞれのレイヤの構成管理・障害管理を扱う。それはＡＴＭインタフェース

の構成、および個々のインタフェースへのバンド幅とＶＰＩ／ＶＣＩ範囲の割り当てを含む。それは

また、それぞれのレイヤに属する警報の検出と通知を含む。 

   関連勧告：Ｉ．７５１ 

・ ＡＴＭ ＶＰ／ＶＣ コネクション管理：ＡＴＭ装置のバーチャルパス、及びバーチャルチャネルの

コネクションの（構成、障害）管理。このアンサンブルは、これらのコネクションのＶＰＩとＶＣＩ

の割り当てや、コネクションに付けられたセルフローの活性化や非活性化と同様に、ＡＴＭ装置のコ

ネクションの設定と解放を含む。 

   関連勧告：Ｉ．７５１、Ｍ．３０１０ 

・ ＡＴＭ性能管理：伝送パス／ＶＰアダプテーションのための、またバーチャルパス、バーチャルチャ

ネルレイヤのための性能パラメータ（ゲージやカウンタ）の監視。  

   関連勧告：Ｉ．７５１、Ｑ．８２２ 

 

(2) ＳＤＨアンサンブル 

・ ＳＤＨ伝送管理：ＳＤＨ伝送媒体レイヤ及び高次や低次オーダパスレイヤの管理。それは、次のＧ．

７８３機能ブロックによって定義されたＳＤＨ伝送リソースの構成管理・障害管理。 

   関連勧告：Ｇ．７７４、Ｇ．７７４．２、Ｇ．７７４．３、Ｇ．７７４．５ 

・ ＳＤＨコネクション管理：高次や低次オーダパスコネクション、及びサブネットワークコネクション

切替（ＳＮＣＰ）の（構成、障害）管理。 

   関連勧告：Ｇ．７７４．４、Ｍ．３１００ 

・ ＳＤＨ同期：タイミング参照点における信号生成に関する（構成、障害）管理。 

   関連勧告：現在、該当なし。 

・ ＳＤＨ性能管理：勧告Ｇ．７８４による全てのＳＤＨレイヤネットワークのための性能パラメータ

（ゲージやカウンタ）の監視、およびＡＰＳに関連した切替スイッチイベントの監視。 

   関連勧告：Ｇ．７７４．１、Ｑ．８２２ 

・ ＳＤＨオーバーヘッド管理：ＳＤＨオーバーヘッド処理の（構成、障害）管理。 

   関連勧告：Ｇ．７７４、Ｍ．３１００ 
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(3) ＰＤＨアンサンブル                                     

・ ＰＤＨ伝送管理：ＰＤＨレイヤの（構成、障害）管理。 

   関連勧告：現在、該当なし。 

 

4.2.2 伝送技術と独立したアンサンブル                              

・ 警報管理：警報の通知とフィルタリング。 

  関連勧告：Ｑ．８２１、Ｘ．７３３ 

・ 装置管理：物理的構成要素（例えばラック）、装置保護、ＮＥそのものの（構成、障害）管理。 

  関連勧告：Ｍ．３１００ 

・ ソフトウェア管理：ソフトウェアの（構成、障害）管理を含む。典型的なものとして、ソフトウェア

のダウンロード、起動、バックアップ／復旧の制御。 

  関連勧告：Ｍ．３１００、Ｘ．７４４ 

・ ＴＭＮ通信管理：全てのＴＭＮ通信プロトコルスタックの（構成、障害、性能）管理。それはディレ

クトリ（応用エンティティ）およびルーチング情報の管理を提示する。 

  関連勧告：Ｘ．７２３ 

・ サポート管理：ログ、転送、要約設備などのようなサポート機能の（構成、障害）管理。 

関連勧告：Ｘ．７２１、Ｘ．７３３、Ｘ．７３４、Ｘ．７３５、Ｘ．７３８、Ｘ．７３９、Ｑ．８２１ 

・ セキュリティ管理：管理対象へのアクセス時の認証やアクセス制御。 

  関連勧告：Ｘ．７３６、Ｘ，７４０、Ｘ．７４１、Ｘ．７４９ 

 

   図５―３／ＪＴ－Ｉ７５１参照のこと。                             
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ソフトウェア管理 
Management 

装置管理 

ATM レイヤ管理 ATM 性能管理 

ATM VP / VC コネクション管理 

ATMアンサンブル

SDH アンサンブル PDHアンサンブル

警報管理 

セキュリティ管理 

共通アンサンブル 

TMN 通信管理 サポート管理 

技術に特化したアンサンブル 

図 5-3 / ＪＴ－Ｉ７５１    トランスポートＮＥ管理アンサンブル 
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５．ＡＴＭネットワーク要素プレーン管理要求条件 

本章は、ＡＴＭネットワーク要素に対するオペレーションインタフェース上に存在する要素レベル管理要

求条件を規定する。 

 

5.1 共通管理要求条件                                      

本節は、伝送パス／ＶＰの適応、バーチャルパスレベル、及びバーチャルチャネルレベルについて共通な

管理要求条件をカバーする。 

 

5.1.1 障害管理 

障害管理は、ネットワーク内で発生する関連事象及び状況の検出及び報告に関わる。警報とは、確かな事

象や状況の結果としてＮＥによって自動的に発生される表示である。ＯＳには、どの事象や状況が自律的な

警報報告を発生しているか、そして要求に対していずれが報告されるかを特定する能力を持たせる。 

以下の警報関連要求条件がサポートされる： 

 

5.1.1.1 欠陥検出の抑止と再開                                   

欠陥検出の抑止と再開は、ＯＳが特定セットのＴＰにおいて特定タイプの警報の検出を制御することを可

能にする。抑止された欠陥は検出されることは無く、したがって管理に報告されることは無い。管理インタ

フェースにおいて、その欠陥の存在は不可視である。 

 

5.1.1.2 障害継続性 

障害継続性は、ＮＥが警報発生可能になる以前に確実な量の時間だけ待つことを可能にし、この時間的

フィルタは欠陥の出現特性と頻度（トグル、安定、...）に依存する。そのフィルタを通過する欠陥のみが

警報として報告される。 

障害継続性機構はタイマを要する。これらのタイマは、それらのデフォルト値とともに 6.2 ／Ｉ．７３２

に規定されている。ネットワーク要素はオペレ－タの実行によってタイマ値の範囲を動かせるよう設計され

るべきである。しかしながら、タイマの設定は、ネットワーク要素の設置に際して一回だけ行われる。それ

ゆえ、オペレーションインタフェースを介してタイマを修正することは要求されない。それらは設置時に修

正されるであろう。 

 

5.1.1.3 サービス依存性                                      

サービス依存性は、ＮＥがリソース障害の影響にサービスの観点からアクセスすることを可能にする。本

勧告の主旨では、サービスとは転送プレーンで提供されるサービスを意味する。もし、障害がネットワーク

要素内に備わっている予備切替を使って救済されたら、サービスは影響されていないと考える。 
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5.1.1.4 警報の相互関係                                     

警報の相互関係は、ＮＥが事象の根本原因のみを報告することを可能にするために用いられる。ある警報

は他の警報（一次）の結果（二次）であることを表示でき、この情報は警報のフィルタ機能だけでなく、二

次警報は、それらが関連付けられたならば、警報ログ機能および警報報告機能によってフィルタされること

もできるので、障害箇所特定にも有効である。セル同期外れとそれに引き続くＶＰ ＡＩＳ警報との間の相

互関係、あるいは、装置警報と装置障害に影響された終端点から送信された警報との間の相互関係、などは

起こりうる警報相互関係の例である。 

 

5.1.1.5 重要度割り当て                                 

重要度割り当ては、ＮＥによって発生されうる警報に対して、認識された重要度を関連付けるために用い

られる。警報の重要度は、管理アプリケーションに依存する。例えば、サービスに影響しない事象は Warning

あるいは Minor alarm と報告されうる、一方でサービスに影響する事象は Major あるいは Critical と報告

されうる、というように警報の重要度は事象のサービス影響に依存することもできる。 

オペレーションインタフェースは、外部管理されるＡＴＭ ＮＥ物理構成要素のそれぞれによって発生さ

れる各警報に重要度を割り当てるＯＳ要求をサポートする。 

 

5.1.1.6 警報フィルタ機能 

警報フィルタ機能は、例えば警報のタイプや原因、警報の出所、重要度、警報の報告及び／またはログ機

能に先立つ相互関係情報といった警報の内容によって警報通知をフィルタするために用いられる。 

オペレーションインタフェースは、ＡＴＭ ＮＥフィルタを構成するために用いるメッセージをサポート

する。ＯＳは、下記のうちの一つ以上に基づいて通知が抑制されるようにＡＴＭ ＮＥを構成できる。 

・ 通知タイプ（例えば、明らかな警報か閾値超過警告か） 

・ 通知タイプの具体的な様相（例えば、認識された重要度） 

・ 通知を報告している管理エンティティのタイプ 

・ 通知を報告している管理エンティティの通知タイプの具体的な様相 

 

5.1.1.7 警報ログ機能と警報報告 

  警報報告機能は警報フィルタ機能の通過に成功した警報を報告することを可能にする。そのとき警報は一

箇所かそれ以上の目的地に送信される。 

  オペレーションインタフェースは、ＡＴＭ ＮＥによって検出された障害を報告するために用いられる通

知をサポートする。各警報には、下記の情報を含ませる。 

・ 障害エンティティまたは障害可能性有りのエンティティのリスト（ＡＴＭ ＮＥが知ることができ

るなら） 

識別されたエンティティは、ハードウェアまたはソフトウェアの取り替え可能または修理可能な

最小単位を表現する必要がある。 

・ 問題記述 

・ 具体的な問題（オプション規定） 

このパラメータは、警報の一般的な問題表記に対して更なる改良（例えば副原因表示情報）を認

識する。 

・ 重要度（例えば critical、major、minor、warning、indeterminate、及び cleared） 

このパラメータは警報の重要度を示す。管理アプリケーションは、装置警報と物理レイヤ通信の

警報のみについて警報重要度を割り当てることができる。 

・ バックアップ状態（オプション規定） 
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このパラメータは、警報を出しているエンティティがバックアップされたかどうかを示す。値「真」

はエンティティがバックアップされたことを示す；値「偽」はエンティティがバックアップされ

なかったことを示す。                                  

・ バックアップエンティティ（オプション規定） 

このパラメータは、障害中の管理エンティティに対してバックアップサービスを提供する管理エ

ンティティを示す。もし、バックアップサービスが提供されないなら、このパラメータの値を NULL

にする。 

・ 付加テキスト（オプション規定） 

このパラメータは警報に追加のテキストが存在することを可能にする。それらのテキストは、問

題及び／または障害中のエンティティをさらに記述できる（名前、位置等）。 

・ 提案された修理アクション（オプション規定） 

このパラメータは、存在する場合には、警報の原因が知られていてＡＴＭ ＮＥがひとつ又はそれ

以上の解決案を提案できるならば用いられる。 

・ 障害発見日時 

全ての上記メカニズムを図６－１／ＪＴ－Ｉ７５１に示す。全ての上記メカニズムが正しく組み立てられ

構成されたとき、どのようなケースで、そしてどのＯＳに対して、どの警報が発生されるかを制御すること

が可能となる。                                          
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警報ログ機能 警報報告 

警報通知 

警報相互関係 

重要度割り当て 

障害継続性判定 

検出フィルタ 

例外処理 

サービス依存性

マネージメント部分 

リソース部分 

図６―１／ＪＴ－Ｉ７５１    警報処理の機能的構造 

 

 

 

 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

 

 

 
 

# 

 

 



 

ＪＴ－Ｉ７５１ - 14 - 

 

5.1.2 性能監視                                          

5.1.2.1 性能情報収集                                        

  性能情報収集とは、その NEにおける単一の監視エンティティに関連した種々の性能監視（ＰＭ）パラメー

タを収集するＮＥの機能のことである。 

  ＡＴＭ ＮＥは、5.2.2 と 5.2.3 で定義される各種レイヤ性能パラメータの現在値をカウント、格納する。 

  オペレーションインタフェースは、下記で定義される各種レイヤ性能パラメータに対して現在のカウント

値をゼロにリセットする能力をＯＳに提供する。 

 

5.1.2.2 性能情報保存要求条件                                    

性能情報保存とは、各監視エンティティにおいて規定された継続時間に対するＰＭ履歴情報を保存するＮ

Ｅのオプション的な機能のことである。ＮＥはまた、種々の監視エンティティから出てくる情報の要約や、

統計情報を保存することもできる。 

障害、テストルーチン、非限界リセット、そして再構成は性能監視情報の収集に影響しうる。そのような

事象が起こった場合、ＡＴＭ ＮＥは、収集した情報に「疑わしい」というフラグを立てることが期待され

る。オペレーションインタフェースは、カウントは信頼できるか疑わしいかどうかの表示を検索する能力を

ＯＳに提供する。 

ＡＴＭ ＮＥは、オールゼロの性能監視カウントの抑圧をサポートする。 

 

5.1.2.3 性能管理閾値管理要求条件                                 

性能管理閾値管理とは、閾値超過をＯＳに知らせるＮＥの機能のことである。また、閾値基準を確立する

ための手段をＯＳに提供する。この能力が使用できるとき、次の具体的な要求条件が閾値管理動作に関連す

る： 

 

5.1.2.3.1 閾値設定                                        

オペレーションインタフェースは、ＯＳによる各レジスタの閾値の検索と変更の要求をサポートする。 

 

5.1.2.3.2 閾値超過報告 

特定の性能事象について、閾値に到達されるか超過すると直ちに閾値超過通知が発生される。 

 

5.1.2.4 性能管理報告の要求条件 

  ＰＭ情報報告とは、定期的に、あるいはＯＳからの任意の要求の結果としてＰＭ情報を報告するというＮ

Ｅの機能のことである。報告は、ある特定の監視エンティティからの情報の場合もあれば、複数の監視エン

ティティに対する要約情報あるいは統計情報を含んでもよい。下記の具体的要求条件がこの報告動作に関連

する。 

 

5.1.2.4.1 性能情報へのアクセス                                  

性能情報は、ＯＳから要求されたときに報告可能とする。                      

 

5.1.2.4.2 性能情報の定期的報告                                 

  性能情報収集は、将来の障害や劣化状況を予測するための傾向解析をサポートするために定期的に行われ

てもよい。ＯＳの要求によって、指定されたポートの性能情報を周期的に報告することを可能とすること。 
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5.1.3 構成管理                                          

5.1.3.1 構成変更報告 

オペレーションインタフェースは、そのＡＴＭ ＮＥが設置／初期化され、そしてＯＳにとって以後の利

用が可能となった時に、それを報告するＡＴＭ ＮＥ通知をサポートする。この通知は、そのＡＴＭ ＮＥの

設置／初期化が完了したという単純な表示を与えるだけでよい。新規に設置／初期化されたＡＴＭ ＮＥの

詳細な構成に関する情報は、この通知の部分として含まれなくてもよい。 

オペレーションインタフェースは、ＡＴＭ ＮＥの最新の構成を表示する情報に対するＯＳ要求をサポー

トする。 

オペレーションインタフェースは、オペレーションインタフェース経由でＯＳにより直接起動されたもの

では無いものも含んで、ＡＴＭ ＮＥにおける構成の最新の変化を反映した自律的な通知をサポートする。 

オペレーションインタフェースは、ＡＴＭ ＮＥ内部における種々の管理エンティティの操作状態の変化

を反映する通知をサポートする。もし影響を受けるリソースが曖昧でない場合、可能ならば根本の操作状態

の変化のみが報告される。根本の状態変化から派生すると考えられる状態変化は報告されるべきでない。 

  この標準がＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ７３１で規定されているＯＳＩステート管理モデルに適合することに注

意すること。 

 

5.2 セルレベルプロトコル管理                                  

本節は、伝送パス／ＶＰレベルの適応及びＶＰ、ＶＣレベル双方に共通するあらゆるエンティティを取り

扱う。 

 

5.2.1 障害管理 

ＡＴＭ ＮＥは本レイヤでセル同期外れを知らせる。                         

 

5.2.2 性能情報収集 

5.2.2.1 ＡＴＭセルレベル 性能情報収集 

セルレベルプロトコル監視は、ＡＴＭ ＮＥの（ＡＴＭセルを正しく処理、分配する）能力を測定する情

報カウントの収集と閾値設定を含む。セルレベルプロトコル監視は、伝送パスとＶＰレイヤ間の適応ないし

ＶＰ－ＶＣレイヤ間適応で検出されるプロトコルの異常と密接に関連する。 

オペレーションインタフェースは、ＯＳに対して、ＡＴＭ ＮＥで終端するＡＴＭインタフェースから以

下の情報の現カウント（15 分／24 時間）を収集する能力を提供する。 

・ HEC 違反により廃棄されたセル  

本パラメータは無効なヘッダパターンにより廃棄されたＡＴＭセル数のカウントを提供する。 

・ エラーセル 

本パラメータは、エラーが訂正されたか否かに関わらず、エラーを有するヘッダパターンのセル

数のカウントを提供する。 

・ プロトコルエラーにより廃棄されたセル 

本パラメータは認識不能なセルヘッダ値 ［即ち、不正ヘッダパターン（5.3.1.9／Ｉ．７３２参照）、

非割当てＶＰＩ／ＶＣＩ値（5.3.1.9／Ｉ．７３２参照）、範囲外ＶＰＩ／ＶＣＩ値（5.3.1.1／Ｉ．

７３２参照）］により、ルートのミスを生じた ATM セル数のカウントを提供する。 

オペレーションインタフェースは、ＯＳに対して、インタフェース毎にＡＴＭ ＮＥに入るＯＡＭセル数

の現カウント（15 分／24 時間）を収集する能力を提供する。 

更に、ＡＴＭ ＮＥで終端する各々のＵＮＩないしＮＮＩに対し、ＡＴＭ ＮＥは非割当てＶＰＩ／ＶＣＩ

値や範囲外ＶＰＩ／ＶＣＩ値によるＡＴＭセルの廃棄の最新記録を保持する。この記録は以下を含む。 
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・ 異常タイプ 

この属性は ATM セルの廃棄をもたらすプロトコルエラーのタイプを識別する。その値は： 

1) 非割当てＶＰＩ／ＶＣＩ値 

2) 範囲外ＶＰＩ／ＶＣＩ値 

・ 廃棄セルのＶＰＩ／ＶＣＩ値 

・ 時刻と日付                                         

 

5.2.2.2 ＡＴＭトラヒック負荷情報収集 

オペレーションインタフェースは、ＯＳに対して、ＡＴＭ ＮＥで終端する選択されたＡＴＭインタフェー

スの中から得られる以下の情報の現カウント（15 分／24 時間）を収集する能力を提供する。 

・ 入側セル（全ストリーム） 

・ 出側セル（全ストリーム） 

  オプションとして、オペレーションインタフェースは、ＯＳに対して、ＡＴＭ ＮＥで終端する選択され

たＡＴＭインタフェースの中から得られる以下の情報の現カウント（15 分/24 時間）を収集する能力を提供

する。 

・ 入側 セル（oam セルのみ） 

・ 出側 セル（oam セルのみ） 

  これらのカウントによりＯＳはリアルタイムでネットワーク利用度のアクセスが可能となし、容量設計に

使用できる。                                          

 

5.2.3 構成管理                                          

5.2.3.1 インタフェース構成                                     

  オペレーションインタフェースはユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ）、 網間網ノードインタフェース

（ｉｎｔｅｒ－ＮＮＩ）または網内網ノードインタフェース（ｉｎｔｒａ－ＮＮＩ）としてのインタフェー

ス構成に対する管理アプリケーション要求をサポートする。以下の情報が各々の構成要求に対して提供され

ること。 

・ インタフェースＩＤ 

・ 同時にサポートされるアクティブＶＰＣの最大数 

本パラメータはＵＮＩないしＮＮＩ上で、あらゆる時点でアクティブになれるＶＰＣの最大数を

識別する。 

・ 同時にサポートされるアクティブＶＣＣの最大数 

本パラメータはＵＮＩないしＮＮＩ上で、あらゆる時点でアクティブになれるＶＣＣの最大数を

識別する。この情報はＶＰレベルでもまた提供される。 

・ 割当てＶＰＩビット数 

本パラメータはＵＮＩないしＮＮＩのＶＰＩサブフィールドへの割当てビット数を識別する。こ

のパラメータ値は、インタフェースの各端の装置によってサポートされる低いほうの値により決

定される。このパラメータは、ＡＴＭ ＮＥによって、ＡＴＭコネクション確立の際に適切なＶＰ

Ｉ値を選択するのに用いられる。 

・ 割当てＶＣＩビット数 

本パラメータはＵＮＩないしＮＮＩのＶＣＩサブフィールドへの割当てビット数を識別する。こ

のパラメータ値は、インタフェースの各端の装置によってサポートされる低いほうの値により決

定される。このパラメータは、ＡＴＭ ＮＥによって、ＡＴＭコネクション構築の際に適切なＶＣ

Ｉ値を選択するのに用いられる。本情報はＶＰレベルでもまた用いられる。 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

# 

 



 

 - 17 - ＪＴ－Ｉ７５１ 

オペレーションインタフェースは、ＡＴＭ ＮＥで終端する各々のＵＮＩないしＮＮＩに関連する構成パラ

メータを収集するという網管理適用要求をサポートする。 

オペレーションインタフェースは、ＡＴＭ ＮＥで終端する各々のＵＮＩないしＮＮＩに関連する構成パラ

メータを再構成する網管理適用要求をサポートする。 

オペレーションインタフェースはＵＰＣ／ＮＰＣ機能（5.4.1.2／Ｉ．７３２ 及び 5.8.1.2／Ｉ．７３２参

照）のＯＮ／ＯＦＦが可能である。本能力は情報モデルとしては未サポートである。           

 

5.2.3.2 帯域幅構成 

オペレーションインタフェースはＡＴＭ ＮＥインタフェースの最大入出力伝送帯域幅割当てに関するＯ

Ｓ要求をサポートする。 

 

5.3 バーチャルパス／バーチャルチャネル管理                           

 本節は、バーチャルパスレベルに属する特定の管理要求条件を記述する。 

 

5.3.1 障害管理 

5.3.1.1 事象報告                                         

 ＡＴＭ ＮＥは、このレイヤで、エンドポイント、中間点の両方のＶＰ／ＶＣ ＡＩＳとＶＰ／ＶＣ ＲＤＩ

を報告する。 

 

5.3.1.2 ＶＰ／ＶＣ導通試験 

オペレーションインタフェースは、ＯＡＭセル導通試験（ＶＰレベル導通試験はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１

０、9.2.1.1.2、およびＶＣレベル導通試験はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０、9.2.2.1.2 参照）を実行するため

にオプションとしての管理アプリケーション要求をサポートする必要がある。試験は連続していてもよい。

ＯＡＭセル導通試験は、（ＡＴＭ ＮＥが）導通試験用ＯＡＭセルを挿入／検出することによって実行され

る。ＶＰＣ／ＶＣＣ ＯＡＭセル導通試験監視はセグメントコネクションとエンドツウエンドコネクション

に適用できる。ＯＡＭセル導通試験を実行するために、それぞれの管理アプリケーション要求に下記情報が

供給される： 

・ 導通試験用ＯＡＭセル挿入点 (ＶＰ／ＶＣ ＣＴＰ；ＣＰ／ＶＣ ＴＴＰ) 

・ 導通試験用ＯＡＭセル検出点 (ＶＰ／ＶＣ ＣＴＰ；ＶＰ／ＶＣ ＴＴＰ) 

・ 導通試験用ＯＡＭセルの流れる方向の表示。 

・ 導通試験用ＯＡＭセルの活性／非活性。 

導通試験は導通異常の自律報告としてもよい。 

 

5.3.1.3 ＯＡＭセルループバック                                 

オペレーションインタフェースは、同期ＯＡＭセルループバックを実行するためにオプションの管理アプ

リケーション要求をサポートする必要がある。ＯＡＭセルループバックは、(ＡＴＭ ＮＥが) ループバック

ＯＡＭセルに管理アプリケーションによって設定されたループバック位置フィールドを付けて、ＶＰ／ＶＣ

コネクションかコネクションセグメントの中へ出側方向に挿入し、その応答を確認することによって実行さ

れる。 ＯＡＭセルループバックテストを実行するために それぞれの管理アプリケーション要求に対して下

記情報が提供されること： 

・ ループバックＯＡＭセル発信点 

これは、ループバックセルを挿入するためのＡＴＭ ＶＰ／ＶＣコネクションまたはトレイル終端

点の識別子である。 
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・ ＯＡＭセルループバック点 

これは、ＯＡＭセルループバックがセグメント／コネクションのエンドで実行されているという

表示か、または受信したＯＡＭセルを論理的にループバックする責任の有るコネクション／セグ

メントにおける中間点をユニークに識別する符号のどちらかである。 

・ セグメント及び／又はエンドツウエンド表示 

これは、テスト中に使用するループバックセルが セグメントＯＡＭセルか、及び／又は エンド

ツウエンドＯＡＭセルか、を示す。 

オペレーションインタフェースは、先に要求されたＯＡＭ セルループバックテストの結果を自主的に報

告するのに使用されるＡＴＭ ＮＥ応答メッセーシﾞをサポートする。 これらの結果は、ＯＫ／ＮＧのブー

ル表示として管理アプリケーションに提供される。                          

 

5.3.2 性能情報収集 

5.3.2.1 ＶＰ／ＶＣ ＵＰＣ／ＮＰＣ 情報収集                           

ＵＰＣとＮＰＣのアルゴリズムは、ＡＴＭ ＮＥによってサポートされる各アクセスコネクションが、あ

らかじめ取り決められたトラヒック種別に従うことを保証するために、入力セルのトラヒック契約を強いる

ことを意図している。ＵＰＣ／ＮＰＣ機能のために廃棄されるセルと伝送誤り及び障害のために廃棄される

セルが同じ効果をＶＰＣ／ＶＣＣのエンドツウエンド性能に与えるので、障害修理と障害切り分けのために

は、これらの２つの事象を見分けるのに必要なツールをネットワーク管理者に提供することが重要である。 

下記のオペレーションインタフェース能力は、個々のコネクションが契約トラヒック種別に違反している

その程度を表している情報をＡＴＭ ＮＥが収集し、管理アプリケーションが検索するために必要である。 

オペレーションインタフェースはＵＰＣ／ＮＰＣ不一致監視が実行されている選択されたＶＰ／ＶＣリ

ンクから以下情報の現在カウント（15 分／24 時間）を検索する能力をＯＳに提供する： 

・ ＵＰＣ／ＮＰＣ不一致による廃棄されたセル（全ストリーム） 

このパラメータはＣＬＰ=0 とＣＬＰ=1 を結合した ＵＰＣ／ＮＰＣの監視機能によって見つけた

トラヒック種別違反のため捨てられるＡＴＭセル数のカウントを提供する。 

・ ＵＰＣ／ＮＰＣ不一致による廃棄されたＣＬＰ=0 セル（全ストリーム） 

このパラメータはＣＬＰ=0 ＵＰＣ／ＮＰＣの監視機能によって見つけたトラヒック種別違反の

ため捨てられる最優先度（ＣＬＰ=0）ＡＴＭセル数のカウントを提供する。ＣＬＰ=0 トラヒック

が別々に監視される場合にだけ、このカウンタが必要である。 

・ 通過に成功したセル（全ストリーム） 

このパラメータは ＣＬＰ=0とＣＬＰ=1 を結合した ＵＰＣ／ＮＰＣの監視機能によって通過した

（すなわち、廃棄されない）セル数のカウントを提供する。 

・ 通過に成功したＣＬＰ=0 セル（全ストリーム） 

このパラメータは ＣＬＰ=0 ＵＰＣ／ＮＰＣ の監視機能によって通過した（すなわち、廃棄され

ない）最優先セル数のカウントを提供する。ＣＬＰ=0 トラヒックが別々に監視される場合にだけ、

このカウンタが必要である。 

・ タギングされたＣＬＰ=0 セル（全ストリーム） 

このパラメータはタグを付けたセルのカウントを提供する。 

さらに、オプションとして、オペレーションインタフェースはＵＰＣ／ＮＰＣ不一致監視が実行されてい

る選択されたＶＰ／ＶＣリンクから oam セルＵＰＣ／ＮＰＣにおける下記内容の現在カウント（15 分／24

時間）を検索する能力をＯＳに提供するべきである： 

・ ＵＰＣ／ＮＰＣ不一致による廃棄されたセル（oam セルのみ） 

このパラメータはＣＬＰ=0とＣＬＰ=1を結合したＵＰＣ／ＮＰＣの監視機能によって見つけたト
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ラヒック種別違反のため捨てられるＡＴＭセル数のカウントを提供する。 

通過に成功したセル（oam セルのみ） 

このパラメータはＣＬＰ=0 とＣＬＰ=1 を結合したＵＰＣ／ＮＰＣの監視機能によって通過した（すなわち、

破棄されない）セル数のカウントを提供する。 

 

5.3.2.2 ＶＰ／ＶＣ リンク構成 

オペレーションインタフェースは限られた数のＶＰ／ＶＣ終端点でＶＰ／ＶＣ性能監視を始める能力を

管理アプリケーションに提供する。データは、ＯＳが損失セル比と誤挿入セル比を計算するために使用する。 

オペレーションインタフェースは性能監視が実行されているそれぞれのＶＰ／ＶＣ終端から下記内容の

現在カウント（15 分／24 時間）を検索する能力を管理アプリケーションに提供する： 

・ ユーザセル 

・ 損失セル 

・ 誤挿入したセル 

 

5.3.2.3 ＶＰ／ＶＣトラヒック負荷情報収集                              

オペレーションインタフェースは選択されたＶＰ／ＶＣリンクに対し、下記内容の現在カウント（15 分／

24 時間）を検索する能力をＯＳに提供する： 

・ 入側セル（全ストリーム） 

・ 出側セル（全ストリーム） 

さらに、オプションとして、オペレーションインタフェースは選択されたＶＰ／ＶＣリンクに対し、下記

内容の現在カウント（15 分／24 時間）を検索する能力をＯＳに提供するべきである： 

・ 入側セル（oam セルのみ） 

・ 出側セル（oam セルのみ） 

 

5.3.3 構成管理 

エンドツウエンドＡＴＭコネクションを呼設定するために、管理アプリケーションはＡＴＭ ＮＥの入側

と出側の両方のＶＰ／ＶＣ コネクション終端点を構成し、その 2つのコネクション終端点を接続 （クロス

コネクト設定と開放）しなければならない。それを実行するために、管理アプリケーションは一つあるいは

複数の要求を使用する。両方のオプションは情報モデルによってサポートされる。本節はＴＴＣ標準ＪＴ－

８０５で規定される用語を使用する（コネクション点、コネクション、トレイル終端）。 

 

5.3.3.1 コネクション終端点構成 

オペレーションインタフェースは下記のＶＰ／ＶＣ コネクション終端点構成能力のＯＳ要求をサポート

するものとする： 

‐ ＶＰ／ＶＣコネクション終端点の作成／削除：この能力はＡＴＭ ＮＥの入出側ＶＰ／ＶＣコネク

ション終端点の新規作成／削除を行なう。以下の能力が必要である： 

・ ＶＰ／ＶＣコネクション点位置を確認する； 

・ ＶＰ／ＶＣコネクション終端点を作成するし、それらのトラヒック種別とＱＯＳを提供し、ト

ラヒック種別に基づくＵＰＣ／ＮＰＣを活性化する； 

・ コネクション終端点を削除し、トラヒック種別に基づいてＵＰＣ／ＮＰＣを非活性化し、関連

したリソース（例えば、帯域幅）を開放する。 

‐ ＶＰ／ＶＣパラメータの変更： この能力はいつでもＶＰ／ＶＣコネクション終端点のパラメー

タ（帯域幅やＱＯＳなどの）の変更を行なう。下記の能力が必要である： 
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・ ＶＰ／ＶＣコネクション終端点の位置を確認する； 

・ ＶＰ／ＶＣパラメータを検索する； 

・ ＶＰ／ＶＣエンドポイントのトラヒック種別またはそれらのＱＯＳを変更する。 

ＶＰ／ＶＣコネクション終端点を作成するまたは変更するために、管理アプリケーションは下記内容をＡ

ＴＭ ＮＥに提供するものとする： 

・ ＣＬＰ=0 とＣＬＰ=0+1 トラヒックにおける入側と出側のピークセル速度（オプション） 

・ ＣＬＰ=0 とＣＬＰ=0+1 トラヒックにおける入側と出側の維持できるセル速度（オプション） 

・ ＣＬＰ=0 とＣＬＰ=0+1 トラヒックにおける入側と出側のバースト許容量（オプション） 

・ ＣＬＰ=0 とＣＬＰ=0+1 トラヒックにおける入側と出側のＣＤＶ許容量（ＰＣＲ）（オプション） 

・ CLP=0 と CLP=0+1 トラヒックにおける入側と出側のＣＤＶ許容量（ＳＣＲ）（オプション） 

・ 入側と出側の QOS クラス（オプション） 

ＡＴＭ ＮＥ管理インタフェース能力は、ＯＳがＶＰＬまたはＶＣＬエンドポイントを、セグメントか非

セグメントのどちらのエンドポイントにも構成できることを可能にする。 

下記のオペレーションインタフェース能力は、ＶＰＬとＶＣＬセグメントの構成と再構成をサポートする

のに必要である： 

‐ オペレーションインタフェースはアクティブなＶＰＬとＶＣＬコネクション終端ポイントをセグ

メントまたは非セグメントどちらのエンドポイントにも構成と再構成する管理アプリケーション

要求をサポートする。 

‐ オペレーションインタフェースは、特定のＶＰＬまたはＶＬコネクション終端点がセグメントエ

ンドポイントとして構成されたか否かを示す、ＡＴＭ ＮＥに格納された情報を検索する管理アプ

リケーション要求をサポートする。 

 

5.3.3.2 ＶＰ／ＶＣコネクション構成 

オペレーションインタフェースは、下記のＶＰ／ＶＣポイント・ポイントコネクション構成能力のＯＳ要

求をサポートするものとする： 

‐ ＶＰ／ＶＣコネクション終端の呼設定と開放：この能力はＶＰ／ＶＣコネクション終端の確立と

開放、およびそれらコネクションの入出力のＶＰ／ＶＣエンドポイントに対する接続規定する。

下記の能力が必要である： 

・ ＶＰ／ＶＣコネクション終端点を確認する（あるいは作成する）； 

・ ＶＰ／ＶＣコネクションを作成する； 

・ ＶＰ／ＶＣコネクションをＶＰ／ＶＣコネクション点に結ぶ； 

・ 関連ＶＰ／ＶＣコネクションパラメータを設定する； 

・ ＶＰ／ＶＣコネクションを開放し、関連するリソースを解放する。 

ＯＳ要求は提供する： 

・ ＶＰ／ＶＣ終端点を生成する必要がある場合のＶＰＩ／ＶＣＩ値（与えられない場合はＡＴＭ 

ＮＥが選択する）を含むＶＰ／ＶＣコネクション終端点の識別子 

・ 関連ＶＰ／ＶＣコネクションパラメータ 

‐ ＶＰ／ＶＣコネクション終端の変更：この能力はＶＰ／ＶＣコネクションパラメータの変更を規

定する。 

ＶＰ／ＶＣコネクションを呼設定するために、管理アプリケーションは、ＶＰコネクションでは

a)または c)、ＶＣコネクションでは b)、 c)または d)で規定されるクロスコネクトのためのエンド

ポイントをＡＴＭ ＮＥに提供する。 

 a) 特定のＡＴＭインタフェースの中にあるＶＰコネクション終端点のＶＰＩ値 
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 b) 特定のＶＰＣの中にある VC コネクション終端点のＶＣＩ値 

 c) サポートしているＡＴＭインタフェース終端点の識別子 （エージェントはＡＴＭインタ

フェースの中でＶＰＩか、もし必要であるならば VCI 値を選択する） 

 d) サポートしているＶＰコネクション点の識別子（エージェントはＶＰＣで中のＶＣＩ値を選択

する） 

‐ ＶＰ／ＶＣコネクションの管理状態：ＶＰ／ＶＣコネクションには、「アンロック」管理状態（ト

ラヒックフローはイネーブル中）、または「ロック」状態（トラヒックフローは停止中）にＶＰ

／ＶＣコネクションを設定する能力がなければならない。この能力は、クロスコネクトの性能劣

化か障害に対応して対処方法を取るのに管理アプリケーションによって使用されるだろう。管理

状態はコネクションを予約するために使用される。 

 

5.3.3.3 ＶＰ／ＶＣトレイル終端構成 

オペレーションインタフェースは下記のＶＰ／ＶＣトレイル終端構成能力を求めるＯＳ要求をサポート

するものとする： 

‐ ＶＰ／ＶＣトレイル終端点を作成する／削除する： この能力はＶＰ／ＶＣトレイル終端の確立と

開放を規定する。下記の能力が必要である： 

・ ＶＰ／ＶＣトレイル終端点を作成する； 

・ ＶＰ／ＶＣトレイル終端点とＶＰ／ＶＣコネクション終端点を接続する； 

・ 関連トレイル終端パラメータを設定する； 

・ ＶＰ／ＶＣトレイル終端点を削除する； 

・ ＶＰ／ＶＣコネクションを削除する。 

ＶＰ／ＶＣトレイル終端パラメータを変更する：この能力はＶＰ／ＶＣトレイル終端パラメータの変更を規

定する。 
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委員 篠宮 忠直 SWG2 リーダ・富士通（株） 

委員 上村 有朋 三菱電機（株） 

   

   

事務局  TTC 第１技術部 

 



ＪＴ－Ｉ７５１ 検討グループ（ＳＷＧ３） 

 

リーダ 森 隆 （株）日立製作所    

委員 古立 務 （株）ディーディーアイ 

特別専門委員 坂野 高志 （株）ディーディーアイ 

特別専門委員 古川 毅 日本電信電話（株） 

特別専門委員 湯浅 陽一 アンリツ（株） 

特別専門委員 増田 重人 沖電気工業（株） 

特別専門委員 鈴木 雅淑 （株）東芝 

特別専門委員 古久保 武雄 日本ﾙｰｾﾝﾄ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（株） 

委員 平野 郁也 （株）日本無線 

特別専門委員 富沢 憲子 富士通（株） 

 

 


	　　



